



















ではなく，呈示者の自己概念 （e.g., Schienker, Dlugolecki, & Doherty, 1994 ; Tice, 1992），身体的・
精神的健康に影響を及ぼすことが明らかになっている （e.g., Leary, Tchividijian, & Kraxberger, 
1994 ; Martin, Leary, & Rejeski, 2000）。
日本文化には自己卑下呈示を望ましいとする社会的規範が存在し（e.g., 高田，2004 ; 吉田・浦，
2003a, 2003b），他者に対して自己卑下的な振る舞いや謙遜を行うことが人々の精神的健康を促進
する可能性があることが示されている （吉田・浦，2003b, 2006）。例えば，吉田・浦（2006）は，



























れているという感覚である（e.g., Coozarelli & Karafa, 1998）。文化的離反は主に，社会学や哲学
の分野で 1960年代から 70年代の初頭にかけて特に注目された Alienation（疎外）の概念を構成
する中心的要素として検討が行われてきた（e.g., Bernard, Gebauer, & Maio, 2006 ; Cozzarelli & 
Karafa, 1998）。これまで，人々が自分の属する文化から離反していると感じることは不適応や不
幸を感じることの源になっている可能性が指摘されてきたが，実証的な研究は少なく（e.g., Ber-
nard et al., 2006），また離反の概念を測定する尺度に関する検討も十分に行われてこなかった 
（Cozzarelli & Karafa, 1998）。
これらの問題点を踏まえ，Coozarelli & Karafa （1998）はアメリカ文化における文化的離反傾向




る （Cozzarelli & Karafa, 1998, p. 257）。さらに 2つの研究により，非典型性と精神的不健康との間
























































1 2 3 4 平均値 SD
1　自己卑下呈示実行頻度 33.99 6.67
2　文化的離反 : 典型性 　.157** 20.20 4.15
3　文化的離反 : 不一致 　.035 −.587*** 18.73 4.85
4　抑うつ傾向 　.216*** −.174*** 　.415*** 18.31 5.01
5　充実感  −.147**  .125** −.291*** −.670*** 31.46 7.89
Note.　自己卑下呈示実行頻度は 11項目 5件法，文化的離反は各 5項目 7件法である。
















　　  　　　  矢印で結ばれていない変数間の関連は有意ではない。
図 2　自己卑下呈示と文化的離反傾向の不一致が精神的健康に及ぼす影響
　　  Note.　実線の矢印はパス係数が有意であることを示す。









Cozzarelli & Karafa （1998）は，文化的離反の非典型性と不一致が精神的健康に影響を及ぼす過
程について，存在脅威管理理論（Terror Management Theory ; Solomon, Greenberg, Pyszczynski, 
1991）の観点から考察を行っている。存在脅威管理理論は人間の社会的行動を包括的に説明する
枠組みとして登場した理論であり，自尊心とその基盤となる文化的世界観が死の不可避性という
存在論的脅威を緩衝する装置（文化的不安緩衝装置 ; cultural anxiety buffer）として機能すると
仮定する（脇本 , 2005）。存在脅威理論では，文化的世界観とは，｢ある文化に共有された価値観
や信念の体系が個人に内化されたもの｣ であり，自尊心は ｢文化的世界観への適合によって得ら
れる，有意味な社会の有能な構成員であるという自覚（脇本 , 2005, p. 166）｣ と定義される｡ Coz-
zarelliらは，文化的に離反しているという感覚が，文化的世界観と自らの間に Self-Discrepancy
を引き起こすために自尊心の低下をもたらすと主張し，個人が所属する文化的世界観と一致した






















なった。人と結びついていることは，人々の精神的健康状態を良好にする（e.g., Leary, Tambor, 
Terdel & Downs, 1995）。よって，社会から分離され自分自身が漂流していると感じることは抑う
つ傾向と関連するのであろう。また，不一致であることは，人生における目標を感じられないこ
















人による評定を用いることも有効である（Bernard et al., 2006）。今後は価値観の測定に当たり，
測定方法の改善を行う必要があると考える。
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81自己卑下呈示と精神的健康の関連性に及ぼす文化的離反傾向の仲介効果
Cultural estrangement as a mediating factor in the relationship  
between self-effacing presentation and subjective well-being
Ayano YOSHIDA
This study examined mediator effects of cultural estrangement on the relationship of self-effacing 
and subjective well-being.　Japanese university students were completed a questionnaire which con-
sists for self-effacing scale, the cultural estrangement scale, and subjective well-being scale （depress-
ing and fulfillment）.　As the results, statistically significantly negative relation was found between 
self-effacing and subjective well-being.　However, the score of cultural typicality （their ideas, beliefs, 
or values are similar from most people on society） was mediated the relationship between self-effacing 
and subjective well-being.　The degree of self-effacing was positively related with cultural typicality. 　
And those scoring high on the typicality reported that lower score of depression and higher score of 
fulfillment.　Cultural typicality was found to mediate the relationships between self-effacing and posi-
tive psychological outcomes.　Results were discussed the view point of terror management theory.
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